
 

ベクレル（Bq） 

 物質が１秒間に放射線を発する能力（放射能）を表す単位。放射性物質の強さを計る際に使われる。 

崩壊する原子数を数えて、１秒間にどれだけの放射線を出すかを把握する。毎秒１個崩壊すると１ベク

レルと呼ぶ。 

シーベルト（Sv） 

 放射線の人体への影響を表す単位はシーベルト（Ｓｖ）で、１００ベクレルの放射性物質が体内に入っ

た場合、放射性セシウム１３７は１.３マイクロＳｖに、放射性ヨウ素１３１は２.２マイクロＳｖに相当する。 

1 ｼｰﾍﾞﾙﾄ（Sv）＝1000 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ（mSv）＝100 万ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ（μSv）=10 億ﾅﾉｼｰﾍﾞﾙﾄ（nSv） 
1Sv=1,000mSv=1,000,000μSv=1,000,000,000nSv 
1 分の１⇒ 1000 分の１  ⇒さらに 1000 分の１＝百万分の１ ⇒さらに 1000 分の＝10 億分の１ 

グレイ（Gy） 

放射線によって「被ばくする」というのは、人体組織が質量 1kg あたり 1 ジュールの放射線を浴びると、

1 グレイ被ばくした、ということになります。 
放射線にはさまざまな種類があり、「物」ではなく「人」が放射線を浴びた場合は、その放射線の種類

（アルファ線、ガンマ線など）により受ける影響が異なります。アルファ線で 1 グレイの被ばくなら人体へ

の影響は 20 シーベルト（Sv）ということになります。 
同じ 1 グレイの吸収線量でも、人体組織が吸収した場合、例えばアルファ線で 1 グレイの吸収線量だと、

ベータ線 1 グレイの 20 倍ほど影響が大きい。 
「質量の大きなものほどたくさんエネルギーを吸収する」というのは事実ですが、同じ場所にい

れば体重 40kg の人より 80kg の人の方が危険なのかというと、そんなことはありません。なので

「1kg あたり」で考える「グレイ」や「シーベルト」が意味を持ちます。 

ナノグレイ (nGy) 

モニタリングポスト指示値の単位「ナノグレイ」は、一時間あたりの放射線量を示しています。 

ｎ（ナノ） とは、10 億分の一を表しています。１Ｇｙ＝1,000,000,000nGy 

1Gy/h は 0.8Sv/h に換算→ 100ｎＧｙ/ｈで 10 時間滞在すると 0.000８ｍＳｖとなります。 

例えばモニタリングポストの空間線量率が 300nGy/h であれば、300nGy×0.0008μSv＝0.24μSv/h＝

0.00024mSv/h ということになります。(胸部レントゲン/回＝50mSv) 

シーピーエム （CPM） 

ガイガーカウンターで採用されている単位。１分あたりの放射線計測回数でα線・β線・γ線などの放

射線量。放射線測定機に１分間に入ってきた放射線の数を、人体への影響の大小は考慮せずに測る。

シーベルトやグレイに比べ、大雑把なもの。 
120 CPM≒1mSv/h 

コバルト 60 では、108CPM≒1mSv/h 

セシウム 137 では、120CPM≒1mSv/h 

放射性ヨウ素 

 自然界にあるヨウ素は放射能を持たないが、原子炉や核実験でウランの核分裂反応が起きた際に

はヨウ素１３１などの放射性同位体が生成され、体内に入ると甲状腺に蓄積されてがんなどを引き起こ

す恐れがある。子供の場合、放射性ヨウ素による甲状腺がんのリスクは大人の３倍超とされ、食品衛



生法に基づく暫定的な指標値として、１キロ当たり１００ベクレルを超える水道水は乳児の粉ミルクなど

に使用しないこととされている。 

放射性物質 

 放射線を出す物質。自然界に存在するラジウムやウラン、原発の核分裂で生成されるセシウムやヨ

ウ素などを指す。放射線を出す能力を放射能という。放射線が人体に与える影響を示す単位がシーベ

ルトで、１シーベルトの１０００分の１が１ミリシーベルト、その１０００分の１がマイクロシーベルト。 

 人間は自然界から年間約２．４ミリシーベルトの放射線を受けている。全身に一度に大量に浴びた場

合、５００ミリシーベルトで血中のリンパ球が減少、７０００～１万ミリシーベルトで１００％死亡するとされ

る。胃のエックス線集団検診は１回０．６ミリシーベルト。 

 

 

規制値等一覧表 

 

項目 規制値 人体への影響 

放射性ヨウ素 

50mSv/１年間 

 「飲食物摂取制限に関す

る指標」暫定規制値 

放射性セシウム 

5mSv/１年間 

 

放射性ヨウ素 

成人 300Bq/1Kg 

乳幼児 100Bq/１Kg

0.0066mSv  (経口摂取の場合) 水・牛乳・乳製品 

放射性セシウム

200Bq/1Kg 

0.0026mSv  (経口摂取の場合) 

放射性ヨウ素

2000Bq/1Kg 

0.0440mSv  (経口摂取の場合) 野菜（根菜･イモ類除く） 

放射性セシウム

500Bq/Kg 

0.0065mSv  (経口摂取の場合) 

妊娠期間中（280 日）に

母親が毎日 1 リットルの

軽度汚染水道水を飲む

と仮定した場合 

（注：軽度汚染の数値はな

かった） 
1.232mSv 

胎児に悪影響が出る被

曝量 

 50mSv 
国際放射線防護委員会（ICRP）は「100mSv 未満の胎児被曝量は妊

娠継続をあきらめる理由とはならない」とも勧告 

100-500mSv の被曝を受けても胎児の形態異常は増加しないとの研

究報告もある。 
CT 検査 1 回分  6.9mSv 

自然放射  2.4mSv (年間・日本人平均) 

モニタリングポスト線量 例 300nGy/h 0.00024mSv/h 

健康被害の境界 0.1Sv=100mSv 3Sv の強い放射線を浴び、何も治療を受けられないと、６０日以内に

約半数が死亡。 

広島・長崎の被爆者の健康状態を追跡したデータでは、1Sv の強い

放射線を浴びた人は、がんを発症する確率が１.５倍高まる。 

放射線被曝安全限界 
死亡の可能性 

7-10Sv 3-5Sv で半数死亡 



労働安全衛生法 

作業員らが緊急作業時

に皮膚に受けることが許

容される放射線 

1Sv=1000mSv  

作業員の放射線被曝線

量限度 

100mＳｖ⇒250mＳｖ

に変更（今回の事

故限り） 

ICRP は重大事故への緊急対応として「500ｍSv」の基準値を勧告 

全身除染基準（福島県） 3 月 13 日まで：

13,000CPM 

3 月 14 日以降：

100,000CPM 

１０万ＣＰＭ未満でも、水で体の一部を洗ったりぬれたタオルでぬぐっ

たりする部分除染は必要に応じて実施する。 

屋内退避  体内に取り込まれることで浴びる放射線量(ヨウ素)

は、４分の１～１０分の１に減る。 

物質を通り抜ける力が強いガンマ線が飛び散って

から４８時間以内では、木造家屋の中にいれば約１

０％被曝を減らし、大きなコンクリートの建物の中で

は８０％以上減らすことができる。 

チェルノブイリ原発近辺

の事故被曝量 

 ６mＳｖ/1 時間（場所により違う） 

事故直後の炉心の放出量 50Sv/10 分 

スリーマイル原発の周囲

１６Km の事故被曝量 

 平均 80μSv、最大被曝量 １ｍSv 

海水放射量 未発見  

 



 

 

 
 



 
 


